
別 紙 

第３３回足立区ユニバーサルデザイン推進会議（書面開催）意見について 

 

１ 確認内容 

  報告（１）、報告（２）、審議（１） とも 委員１５名 に確認いただきました。 

 

２ 報告及び審議、全体の会議に関するご意見と回答 

番号 委員意見 事務局回答 

１ 

コロナ禍という面倒な状況の中、ほとんど活

動できなかった部署も一部見受けられます

が、総合的にはユニバーサルデザイン（以下

UD）は定着しつつあり、足立区をより住みや

すい環境に導いている、そのように感じられる

報告書だと思いました。 

また、実際の区民の暮らしが、これらの施策

によってどの程度改善されたのか、そしてそ

れを区民が喜び満足してくれているのか、ま

た区民にどの程度影響を与えられたのか、そ

れを判断する客観的なデータがほとんどない

こと。 

 

この２点、どちらもデータ化が難しいことは承

知しているのですが、これがないために、客

観的な評価が難しくなっていると思うのです。 

 

特に後者は重要な指針であるはずです。 

 

仮に講座やイベントを行い、そこそこの参加

者があったとしても、参加していない区民、イ

ベントや講座の存在を知らない区民には何ら

影響を与えられません。 

大変極端な話だとは思いますが、参加者全員

が身内の関係者や縁者であった、などという

ケースすらありえるのではないでしょうか。 

仮にそうであれば、啓蒙活動としては破綻し

ていることになります。 

一般の区民にどれほどの影響を与えられた

かが見えてこないと、本当の意味での評価は

できません。 

ご意見ありがとうございます。 

 

客観的なデータ（数値）や情報をもとに評価

をいただき、フィードバックと改善につなげて

いけるよう、推進計画の見直しと指標の再考

が必要と考えています。 

 

引き続き、委員の皆様のご意見をいただきな

がら見直し作業を進めたく、ご協力をお願い

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座やイベントによる、区民への啓発の効果

について、積極的にオンラインを活用するな

ど、より効果的な方法を模索していきたいと

思います。 



1 
続き 

手間は増えますが、効果を上げ、区民からの 

意見の吸い上げるために、たとえば講座やイ

ベントの内容をオンラインで公開し、広報等で

区民に広く共有する方法もあると思います。 

これに限らず、効果を上げフィードバックを得

る方法はもっと積極的に模索していくべきでし

ょう。 

 

ピクトグラムの設置や歩道の改善等の現場の

変化は、ほぼ確実に区民の暮らしを改善して

いくものですが、それでも施工された現場が

その人の活動範囲から外れていれば、その

人にとっては何ら改善されていないことになっ

てしまいます。 

UD による改善を全く感じることができないよう

なスポットが発生していないか、（地図上にピ

ンを並べるような方法で）確認する作業も必

要ではないでしょうか。 

 

p.s. 

各部署の連携ができているのかどうかは内部

で判断できるでしょうから、実施結果の報告

内で触れるように指導していくだけでもいいの

かもしれません。 

p.s.2 

（目標値が存在するのに）実績の数値化がで

きていないような報告は、報告書にまとめる

前に再提出させた方がよろしいかと思いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備が進んでいる地区や施設と、そうでない

地区や施設について、「足立区バリアフリー

地区別計画」の進捗管理を活用して確認す

るなど、効果的な方法を模索していきたいと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

連携が必要な事業については、その状況や

結果が分かるように示すよう、各所管課に依

頼いたします。 

 

 

実績の数値の未記入については、各所管課

に確認して記入するよう依頼いたします。 

2 

コロナ禍の中、致し方ない部分もあろうかと思

いますが、やはり審議は対面での実施も望み

ます。 

ご意見ありがとうございます。 

新型コロナウイルスが「５類」に移行されたあ

とは、（やむを得ない場合を除き）会場開催と

して実施したいと考えています。 

3 

資料 6 はイラストが多くわかりやすいと思いま

した。 

 

資料５は施策の内容や委員の意見が一つに

まとめられていて、便利だが、初見の人には

少し難しいかもと思う。今後は、人が集まる講

習会やイベント等は期待したい。 

ご意見ありがとうございます。 

報告内容や評価・意見内容を分かりやすくお

示しすることは重要と考えています。 

現在、量が多くなり、読みづらい・伝わりづら

いという課題があると認識しており、今後は、

評価内容の焦点化(ピックアップ)や進捗を分

かりやすく示すなど、検討したいと思います。 



4 

昨年とくらべて全体的に評価があがっていた

ことを確認しました。会議の際も、昨年よりも

点が高くなりそうだ、という印象があったので

実際に高くなっていてよかったです。 

今までの評価の結果が出てきているのかもし

れない、と考えるととてもうれしくなりました。 

今回の評価を最後まで見届けることができな

い可能性もありますが、もし続けられるようで

あれば、今回の高評価を次年度に生かすた

めに何ができるのか、次なる目標を定めて継

続していきたいと思います。 

ご意見ありがとうございます。 

今後も、社会情勢に合わせながら、事業のス

パイラルアップを目指して、委員の皆様のご

意見・ご審議をお願いしたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

5 

・事業の整理が必要、道路の新設、建物の新

設は報告で十分 

 

 

・内部委員は課長級の方が良い 

 

 

 

 

 

・UD と BF の整理をすべき 

ご意見ありがとうございます。 

評価内容の焦点化（ピックアップ）を含めて、

事業の整理と並行した推進計画の見直しが

必要と考えています。 

また、事業の進捗に伴い、内容が従来よりも

深まっていることや、他の計画（「男女共同参

画行動計画」など）の見直しによる UD との関

わりの変化もみて、課長級の委員を検討した

いと思います。 

 

ユニバーサルデザインとバリアフリーの整理

については、特に「バリアフリー」の分野で従

来と現在で考え方が変化していることから、

都度（社会情勢に合わせて）整理します。 

 

参考 現在の「バリアフリー」の対象者 

 

 


